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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
の
新

関
佳
子
と
申
し
ま
す
。「
リ
ハ
科
医

っ
て
何
？
」
と
思
わ
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
リ
ハ
専
門
医
は
ま
だ
数
も
少
な

い
の
で
、
一
般
の
方
に
は
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
自
己
紹
介
の
機
会
に
、
リ
ハ
医
学

と
リ
ハ
科
医
師
に
つ
い
て
も
少
し
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
と
育
ち
は
鹿
児
島
で
、
大

学
進
学
で
大
分
に
参
り
ま
し
た
。
平

成
11
年
の
卒
業
後
は
鹿
児
島
大
学
リ

ハ
医
学
講
座
に
入
局
し
、
主
に
鹿
児

島
で
リ
ハ
科
医
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
３
年
前
縁
あ
っ
て
大
分
の

地
に
嫁
ぎ
、
井
野
辺
病
院
で
お
仕
事

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

た
。

　

専
門
で
あ
る
リ
ハ
医
学
は
、
患
者

さ
ん
が
病
気
や
け
が
で
不
自
由
に
な

っ
た
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
障
害
」
に

つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
の
が
特

徴
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
手
足
の

麻
痺
や
筋
力
の
低
下
、
う
ま
く
話
せ

な
い
、
飲
み
込
め
な
い
と
い
っ
た
身

体
の
機
能
の
障
害
だ
け
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
注
意
や
記
憶
と
い
っ
た
認

知
面
、
着
替
え
や
ト
イ
レ
、
歩
行
な

ど
の
日
常
生
活
の
動
作
、
更
に
は
家

事
や
自
動
車
運
転
と
い
っ
た
応
用
的

な
動
作
、
復
学
・
復
職
と
い
っ
た
社

会
活
動
の
参
加
に
お
け
る
制
約
ま

で
、
患
者
さ
ん
の
生
活
全
般
に
わ
た

っ
て
の
「
不
自
由
さ
」
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

当
院
で
の
私
の
仕
事
内
容
と
し
て

は
、
主
に
入
院
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ

リ
の
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
や
補
装
具
に
つ

い
て
の
相
談
を
う
け
て
い
ま
す
。
医

学
全
般
の
進
歩
に
加
え
て
、
神
経
科

学
や
移
植
医
療
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
等

の
発
展
も
あ
り
、
こ
こ
10
数
年
で
リ

ハ
医
学
の
臨
床
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
私
が
医
者
に
な
り
た
て
の

頃
は
、
例
え
ば
脳
卒
中
で
片
方
の
手

足
が
麻
痺
に
な
る
と
、「
麻
痺
し
た

手
足
の
改
善
は
難
し
い
の
で
、
い
い

方
の
手
足
で
日
常
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
訓
練
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
麻
痺

肢
の
治
療
よ
り
も
日
常
生
活
動
作
の

訓
練
が
優
先
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
動
作
訓
練
の
重

要
性
は
現
在
も
同
じ
で
す
が
、
最
近

は
麻
痺
し
た
手
足
の
機
能
回
復
に
有

効
な
治
療
方
法
が
体
系
化
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ
せ

て
い
ろ
い
ろ
な
治
療
を
組
み
合
わ
せ

て
行
う
な
ど
、
よ
り
専
門
的
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
以
前
よ
り
、
当
院

で
は
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
（
ニ
ュ

ー
ロ
リ
ハ
）
を
積
極
的
に
し
て
い
ま

す
。
院
長
先
生
が
率
先
し
て
最
先
端

の
リ
ハ
治
療
技
術
を
患
者
さ
ん
に
届

け
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
姿
勢
が
印
象

的
で
、
日
々
触
発
さ
れ
な
が
ら
仕
事

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
麻
痺
や
歩
行
障
害
の
治

療
に
加
え
て
、
患
者
さ
ん
の
生
命
維

持
と
生
活
の
質
に
直
結
す
る
、「
食

べ
る
こ
と
（
摂
食
嚥
下
）
と
出
す
こ

と
（
排
泄
）」
の
リ
ハ
に
興
味
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
当
院
で
も
私
の
拙
い
経
験
が
生

か
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
理
学
療
法
士
の
３
名
が

３
学
会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士
の
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

◆ 

ど
ん
な
資
格
？

　

3
学
会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士

（
以
下
、
呼
吸
療
法
認
定
士
）
は
、
日

本
胸
部
外
科
学
会
、
日
本
呼
吸
器
学

会
、
日
本
麻
酔
科
学
会
の
3
つ
の
学

会
が
設
置
し
た
認
定
委
員
会
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
資
格
で
す
。
現
在
、

呼
吸
療
法
に
は
多
職
種
に
よ
る
チ
ー

ム
医
療
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
呼
吸
療
法
認
定
士
制
度

創
設
の
背
景
に
は
、
呼
吸
療
法
に
携

わ
る
構
成
員
を
養
成
す
る
と
い
う
目

的
が
あ
る
こ
と
が
主
旨
に
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。

◆ 

資
格
を
取
得
す
る
に
は
？

　

取
得
可
能
な
医
療
資
格
は
、
看
護

師
、
准
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
師
、

理
学
療
法
士
の
４
つ
の
資
格
で
す
。

ま
た
平
成
26
年
度
の
試
験
よ
り
作

業
療
法
士
も
取
得
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
呼
吸
療
法
認
定
士
に
な
る
に

は
、
年
１
回
開
催
さ
れ
る
認
定
講
習

会
を
受
講
し
、
同
じ
く
年
１
回
の
認

定
試
験
に
合
格
す
る
と
い
う
ス
テ
ッ

プ
が
必
要
で
す
。
毎
年
合
格
率
が
６

割
の
狭
き
門
で
す
。
現
在
、
呼
吸
認

定
士
の
資
格
を
持
つ
理
学
療
法
士
は

約
９
０
０
０
人
い
ま
す
が
、
大
分
県

に
は
約
70
人
と
少
な
く
、
そ
の
中
で

今
回
、
理
学
療
法
士
３
名
が
合
格
し
、

当
院
の
資
格
取
得
者
が
理
学
療
法
士

４
名
、
看
護
師
１
名
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

資
格
を
取
得
し
た
と
き
の
感
想

　

合
格
通
知
が
届
い
た
と
き
が
今
ま

で
の
努
力
が
報
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

◆ 

今
後
の
抱
負

　

患
者
さ
ん
の

リ
ハ
ビ
リ
に
生

か
せ
る
よ
う
努

力
し
、
今
後
、

資
格
取
得
を
目

指
す
方
々
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
た

い
で
す
。

 
　

患
者
さ
ん
に

リ
ハ
ビ
リ
で
還

元
し
、
今
回
の

資
格
取
得
で
得

た
知
識
を
後
輩

に
も
教
え
て
い

け
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

　　

臨
床
の
場
や

応
用
と
し
て
も

生
か
し
て
い
け

る
よ
う
、
今
後

も
努
力
し
患
者

さ
ん
に
少
し
で

も
還
元
し
た
い

で
す
。 

《
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
お
問
合
せ
》

 

☎
０
９
７
―
５
８
６
―
５
５
２
２

リ
ハ
ビ
リ
課
ま
で

呼
吸
療
法
認
定
士
の
資
格
を
取
得

大池　智章渋田　有斗染矢　尚規

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
医

の
ご
紹
介

《
新
関
医
師
の
診
療
日
等
の
お
問
合
せ
》

井
野
辺
病
院
外
来

☎
０
９
７
―
５
８
６
―
５
５
２
２

医師　新
にいぜき

関　佳
よ し こ

子
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患者満足度調査（2013年度）のご報告
　当院では外来患者さん、入院患者さんを対象に患者満足度調査をアンケートにて行っております。この度、
アンケート集計経過（一部抜粋）を掲載させて頂きます。皆さまの声を真摯に受け止め、より質の高い医療の提供、
サービス向上に努めて参ります。 院長

1.施設・設備について
不満 やや不満 普通 ほぼ満足 満足

院内表示のわかりやすさ

トイレ・洗面の使いやすさ

院内の清掃

トイレ洗面所病室の清掃

病室の設備（テレビ・ロッカー・カーテン等）

待合室の広さ、椅子

病棟・病室の静かさ

売店の印象

■地理的な理由（近い等）
■医療施設や設備がよい
■よい医師がいる
■評判がよい

■言葉遣い・態度等の対応がよい
■他の医療機関からの紹介
■家族や知人の勧め
■すぐに入院ができる

２.受付および会計窓口について
不満 やや不満 普通 ほぼ満足 満足

受付職員の対応

会計の待ち時間

請求書明細の明快さ

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1

0

0

0

0

0 2 3 4 5

４.看護職員について
不満 やや不満 普通 ほぼ満足 満足

看護職員の態度・身だしなみ
ナースコール時の待ち時間
待合時の看護師の声掛け
看護師の技術
頼んだことへの対応
悩みや相談の対応
話をきちんと聞く
説明のわかりやすさ
ケアを行うときプライバシー保護

６．当院を選ばれた理由

３.医師について
不満 やや不満 普通 ほぼ満足 満足

診察の待ち時間
医師の診察時間
ベッドサイドにいる時間
治療の適切さ
病状への対応
医師の態度
態度・身だしなみ
治療経過等の説明のわかりやすさ
担当医への信頼感

５.リハビリ職員およびその他職員について

不満 やや不満 普通 ほぼ満足 満足
職員の態度・身だしなみ

説明のわかりやすさ

4.6 

3.8　　　

4.1 　  

4.3

4.1 

4.2   

4.1    

4.5

4.1    

4.0     

4.4 

4.1　 

3.6　　　

4.2　 
3.9　　 

4.2 　
4.2　 
　4.4  

4.5 
4.2　 

4.4  

3.7 

4.3　 
4.2 　 

3.9 　　 
4.1 　  

4.3    
4.6 

4.2 　 
4.2  　

4.4   

・リハビリなどのケアを頑張っていると思う
・治療内容が良い
・先生や看護師の対応が親切
・リハビリの環境が整っている

医師、看護職員などが親切に対応していただいていることを
強く感じました。老人医療が関係の皆様の大きな理解と奉仕
により実施されていることを痛感しました。ご苦労様です。
洗面所の水が流れにくい。
入浴回数を増やしてほしい。
入院に関してほぼ満足。
病室でお菓子を食べている人がいる。もっと厳しくしてほしい。
リハビリスタッフ・看護師の方、大変よくしてくれました。
職員への教育が徹底されているので安心してお願いできます。
良くなる日までなるべく長く入院させていただきたい。あと何
日と言われると不安で心配です。
皆様の優しさに家族まで癒されています。
介護士、看護師さんは決められた対応だけではなく、本人にもっ
と適応したやり方を考えたらもっとすばらしい病院になるのでは。
売店の横に小さなカフェがあったら、そして医療の簡単な豆本
を入れたら嬉しいと思う。
喫煙所がほしい。
リハビリ施設、人材の質の高さ。毎日痛いけど楽しんでリハビ
リしています。
全体的には雰囲気も対応も良いので、他の病院にいくより気
持ちが穏やかで通院し易いです。皆様に感謝しています。
明野介護センターの勉強会の際、井野辺病院が良いと聞き申
し込み現在に至っています。職員の皆さんが優しく対応して頂
き、是非病気もここで治して頂きたく、来院する事を楽しみに
来ています。もっと早く来院すればよかったと主人と話してい
ます。
会計の待ち時間が多少長いので早くして欲しい。
待合室の椅子に肘掛があると立ち上がるのに便利。
皮膚科の診察の曜日を増やしてほしい。
お年寄りが多そうなのにトイレが狭くて使いづらいと思いました。
施設がとてもきれいだと思います。先生方や職員の方の対応
にも満足しています。医療設備が（CT、MRI）などが充実し
ていて安心です。
受付の方は笑顔が素敵です。

その他の
理由

233件

143件92件
70件

67件
62件

57件

34件 10件

要望事項　※抜粋
・

・・・・・・・
・・

・・
・
・

・・・・・

・



編 集 後 記

栄養士
三橋　由美子

みつはしさんの

ちょっと一品

◉ 

材
　
料 

◉

　
・
春
キ
ャ
ベ
ツ　
１
／
２
個　
・
新
玉
ネ
ギ　
１
玉

　
・
生
姜　
ひ
と
か
け　
・
豚
ひ
き
肉　
３
０
０ｇ

　
・
ゴ
マ
油
、
醤
油　
各
大
さ
じ
１

◉ 

作
り
方 

◉

①
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
み
じ
ん
切
り
し
、
レ
ン
ジ
に
３
分
。
し
っ
か
り

水
気
を
絞
る
。

②
新
玉
ネ
ギ
、
生
姜
を
み
じ
ん
切
り
し
、
豚
ひ
き
肉
、　

ゴ
マ
油
、

醤
油
を
入
れ
、
し
っ
か
り
混
ぜ
れ
ば
具
材
の
出
来
上
が
り
♪

◉ 
作
り
方 

◉

①
具
材
を
20
等
分
し
、
餃
子
の
皮
で
包
む
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
、
中
火
で
熱
し
、
餃
子
に

焼
き
目
を
つ
け
る
。

③
水
に
小
麦
粉
を
溶
き
、
回
し
入
れ
、
蓋
を
し
、
水
分
が
無
く

な
る
ま
で
蒸
し
焼
く
。
焼
き
目
が
パ
リ
ッ
と
な
れ
ば
出
来
上

が
り
。
お
好
み
の
酢
醤
油
で
召
し
上
が
れ
♪

◉ 

作
り
方 

◉

①
具
材
を
10
等
分
し
、
団
子
に
し
、

　

し
そ
に
の
せ
て
巻
く
。 

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
、

中
火
で
熱
し
、
両
面
を
焼
け
ば
出
来

上
が
り
♪

◉ 

作
り
方 

◉

①
菜
の
花
を
３
〜
４
㎝
に
切
り
、 

沸
騰
し
た
湯
に
塩
を
入
れ
、
１
分

茹
で
る
。
直
ぐ
に
水
に
つ
け
、
あ
く
を
と
り
、
水
切
り
す
る
。 

②
鍋
に
牛
乳
と
小
麦
粉
を
入
れ
し
っ
か
り
と
混
ぜ
、
弱
火
で
、
ダ
マ

に
な
ら
な
い
よ
う
か
き
混
ぜ
な
が
ら
、
バ
タ
ー
、
コ
ン
ソ
メ
、
塩

コ
シ
ョ
ウ
を
入
れ
温
め
る
。

③
②
に
、
菜
の
花
を
入
れ
、
混
ぜ
合
わ
せ
、
グ
ラ
タ
ン
皿
に
移
し
、

と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
を
の
せ
、菜
の
花
を
少
々
飾
る
。オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
で
15
〜
20
分
。
焦
げ
目
が
つ
け
ば
出
来
上
が
り
♪

◉ 

作
り
方 

◉

①
レ
ン
コ
ン
の
皮
を
む
き
、
20
枚
に
薄
く
輪
切
り
。  

②
具
材
を
10
等
分
し
、
レ
ン
コ
ン
に
は
さ
む
。

③
水
と
小
麦
粉
を
溶
き
混
ぜ
、
薄
衣
を
作
り
、
②
に
衣
を
付
け
、
熱

し
た
油
で
揚
げ
る
。

◉ 

材
　
料 

◉

　
・
具
材　
１
／
３

　
・
餃
子
の
皮　
20
枚

　
・
サ
ラ
ダ
油　
大
さ
じ
１

　
・
水　
カ
ッ
プ
１

　
・
小
麦
粉　
大
さ
じ
１

◉ 

材
　
料 

◉

　
・
具
材　
１
／
３　
　
・
青
じ
そ　
１
束
（
10
枚
）

　
・
サ
ラ
ダ
油　
大
さ
じ
１

◉ 

材
　
料 

◉

　
・
菜
の
花　
１
束

　
・
牛
乳　
３
０
０
ｃ
ｃ

　
・
小
麦
粉　
大
さ
じ
３

　
・
バ
タ
ー　
30ｇ

　
・
コ
ン
ソ
メ　
１
個

　
・
塩
コ
シ
ョ
ウ　
少
々

　
・
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ　
大
さ
じ
２

◉ 

材
　
料 

◉

　
・
具
材　
１
／
３

　
・
レ
ン
コ
ン　
２
０
０ｇ

　
　
（
大
き
さ
の
揃
っ
た
も
の
）

　
・
小
麦
粉　
大
さ
じ
３

　
・
水　
カ
ッ
プ
１　
　
・
揚
げ
油

～ 

ま
ず
は
具
材
作
り
♪ 

～

～ 

餃
子 

～

～ 

青
じ
そ
巻
き
焼
き 

～

～ 

菜
の
花
の
グ
ラ
タ
ン 

～

～ 

レ
ン
コ
ン
は
さ
み
揚
げ
～

　

キ
ャ
ベ
ツ
を
購
入
し
て
も
全
部
使
い
き
れ
ず
に
冷
蔵
庫
に

残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
今
回
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
い
切
る
レ
シ

ピ
３
品
と
菜
の
花
の
グ
ラ
タ
ン
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
♪

2014年も半年が 過
ぎました。みなさま
お変わりないですか。
私は今年脂肪とさよ
ならする目標でした
が、さらに増えてし
まうことに。代わり
に、新たな命を授か
る幸運に恵まれまし
た。災い転じて福と
なす。みなさまのご
多幸をお祈りします。
　　　　いずみ担当

春キャベツ餃子

青じそ巻き焼き菜の花グラタン レンコンはさみ揚げ

★ 

今
回
は
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
て
ま
す
が
、
や
わ
ら
か

　

 

め
の
キ
ャ
ベ
ツ
や
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

★ 

フ
ラ
イ
パ
ン
の
上
に
皿
を
か
ぶ
せ
、

　

 

そ
の
ま
ま
返
す
と
、
美
し
い
盛
り
付
け
に
♪

★ 

菜
の
花
の
苦
味
が
美
味
し
い
で
す
よ
♪

　

 

き
の
こ
類
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
等
で
も
Ｏ
Ｋ
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井
野
辺
病
院
っ
て

　
　

ど
ん
な
人
が
お
る
ん
！？

笑
顔
の
素
敵
な
お
二
人
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
！

◆ 

２
０
１
４
年
度
入
職
式

◆ 

第
34
回 

合
同
慰
霊
祭

今
年
も
お
は
よ
う
野
球
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　

新
年
度
に
な
り
、
２
０
１
４
年
度
新
入
職
員
入
職
式

を
行
い
ま
し
た
。
看
護
部
４
名
、
放
射
線
科
１
名
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
７
名
、
事
務
１
名
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
１
名
の
計
14
名
の
新
入
職
員
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

第
34
回
井
野
辺
病
院
、
府
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
合
同
慰
霊

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
惜
し
ま
れ
つ
つ
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
患
者
様
の
ご
家
族
を
対
象
に
、
毎
年
５
月

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
野
村
牧
師
の
お
話
の
後
、
さ

さ
や
か
な
茶
話
会
の
場
を
設
け
、
ご
遺
族
と
職
員
が
故

人
を
偲
び
ま
し
た
。

　
今
回
は
医
事
課
に
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し

た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
!?
な
お
二
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

４
月
か
ら
勤
務

し
て
い
ま
す
。
年

齢
は
二
十
歳
で

す
！
趣
味
は
韓
国

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
好
き
で
よ
く
コ

ン
サ
ー
ト
に
行
っ

て
い
ま
す
。
兄
が

趣
味
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
し
て
お
り
私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
、
社
会
人
に
な
り

ま
し
た
が
学
ん
で
い
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
自
己

研
鑽
に
努
め
、
患
者
様
、
ス
タ
ッ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　

府
内
ク
リ
ニ
ッ

ク
か
ら
の
異
動
で

５
月
か
ら
勤
務
し

て
い
ま
す
。
診
療

報
酬
に
関
す
る
業

務
を
致
し
ま
す
。

年
齢
は
…
ご
想
像
に
お
任
せ
で
す
！
趣
味
は
、
運
動

を
か
ね
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
余
裕
が
出
来
た
ら
旅
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
井
野
辺
病
院
の
お
仕
事
を
覚
え
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

院長より辞令交付を行いました。野村牧師のお話

入職式後、記念撮影
皆様よろしくお願い致します！

院長のあいさつ。職員、家族が
故人の思い出を語り合いました。

佐藤　ひかり天
てんしゃ

社　圭
け い こ

子 

　

今
年
も
！
「
別
大
興
産
カ
ッ
プ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
お
は
よ
う
野

球
大
会
」
が
５
月
27
日
に
開
幕
!!

　

５
月
29
日
、
井
野
辺
病
院
の
精
鋭
!?
チ
ー
ム
も
初
戦

を
迎
え
ま
し
た
。
結
果
は
…
8
対
2
で
初
戦
を
突
破
し

ま
し
た
!!

こ
の
後
の

展
開
は
如

何
に
？


